
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

THE ROTARY CLUB OＦ TAKATSUKI 国際ロータリー 第２６６０地区 

四つのテスト 

Ⅰ．真実かどうか 

Ⅱ．みんなに公平か 

Ⅲ．好意と友情を深めるか 

Ⅳ．みんなの為になるかどうか 

事務所 オーロラモール高槻西武６階 〒569-1116 高槻市白梅町 4-1 

    TEL 072-683-1158 FAX 072-683-1174 

    E-mail takatsuki.rc@bird.ocn.ne.jp 

例会日 毎週水曜日 12:30～13:30 

例会場 オーロラモール高槻西武６階 多目的ホール TEL 072-684-5379 

創 立 1954 年 6 月 15 日 

会長 浜田厚男 幹事 橋本憲治 クラブ運営委員長 馬渕晴彦 会報担当副委員長 藤田貴子 

 

ガバナー補佐訪問 

◎ ソング････それでこそロータリー 

◎ 卓話 国際ロータリー第 2660 地区 

 ガバナー補佐  近藤 眞道 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3082 回 本日（7/26）の例会

（1/20）の例会 

 
◎ 国歌・・・・君が代 
◎ ソング・・・奉仕の理想 
◎ 誕生、結婚、入会記念月御祝 
◎ 創業記念月御祝 
◎ 卓話 私の履歴書  飯田 哲久君 
            松下 浩章君 
◎ 例会後の行事  

  8 月度定例理事会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3083 回 次週（8/2）の例会 

No.4  2017 年 7 月 26 発行 

 イアン H.S. ライズリー RI 会長 

 

 

ＲＯＴＡＲＹ：ＭＡＫＩＮＧ Ａ ＤＩＦＦＥＲＥＮＣＥ～ロータリー：変化をもたらす 

 

会員数 出席者数 出席率 

  53 名   43 名  82.69 ％ 

前々回例会補正後出席率  96.15  ％ 

但し、 Mup 0 名   欠席者 2 名 

出席規定適用免除有資格者  1 名 

 

 

 

 

 

 

 

◎7/19出席報告 

先週（7/19）の例会から 

◎ゲスト・ビジター            計 4 名 

本田 孔士様  大阪 RC  眼科医 

高槻中学・高等学校インターアクトクラブ 

     顧  問  田中 敏博 先生 

     会  長  安部 政俊 君 

     次期会長  今井 健人 君 

◎会長の時間   
 
会長の時間 3回目となります 

 私がロータリーに入会したのが H16年 4 月です。今か
ら 13 年前になります。紹介者は、去年亡くなられた 橋
本光司さんと現会員の波々伯部さんのお 2 人でした。 
 この 13 年で学んだ事は、ロータリーは参加してこそロ
ータリーだと学びました。 
最初の 1 年はクラブに馴染むために参加できる行事

は、すべて参加いたしました。そうすると公式行事や私
的行事、その他諸々、声がかかりました。公的、私的飲
み会は、私にいろんな経験を与えてくれました。ロータ
リーの諸先輩方のいろんな人脈で行ったことのないお
店や人との出会いをもらい仕事の上でも大いに役に立
つ事がありました。 
 飲み会ばかりではありません。国際交流などは 8 月に
訪問するマレーシアとの友好な交流や昨年行った初め
ての事業など参加しなければ得られない事ばかりであ
ります。3回ほどの国際大会参加は本当に楽しい経験で
ありました。 
 最近入会された会員の皆様、どうぞ何でもいいので参
加してみて下さい、間違いなく得るものが沢山あると思
います。 

 

 ◎幹事報告 
・高槻西 RCより概況報告書が届いております。後方テ

ーブルに置いておりますので、ご覧ください。 
・先日ご依頼いたしました「高槻まつり」の協賛金は、 
 ￥50,000-集まりました。7 月 13日付でお振込が完了
したことをご報告いたします。 

・豊中南 RC から例会変更ならびに休会のお知らせが届
いております。詳細は事務局へご確認ください。 

 

 

  

高槻ロータリークラブ 
２０１７～２０１８ 

WEEKLY BULLETIN 

※ 8/16（水）定款による休会 
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祝ってくれたのを覚えています。 
私は高校、大学には行っておりません。中学を卒業すると

国立津山工業高等専門学校（津山高専）というところに行き
ました。高専という学校を知らない方もいらっしゃると思い
ますので、現在はかなり変わっているとは思いますが、当時
の高専について、少し説明させて頂きます。 
高専とは中学卒業後、5 年間の一貫教育を行う、工業高等専
門学校です。学生数は１学級 40 名で機械工学科 2 学級、電
気工学科１学級、当時新設された金属工学科１学級の 160
名でした。私は 6 期生として機械工学科に入学しました。5
年制ですので金属工学科を除くと総数 600 名程度の学生数
です。 
原則 3 年生までは全寮制となり中学卒業後、親元を離れ集

団で生活することになります。寮では毎朝７時に起床点呼が
始まりラジオ体操していました。先輩に挨拶しないと部屋に
呼ばれ殴られるといった、結構軍隊式のところがあり、私は
この風土が好きでした。学費、寮費が安いので母子家庭の長
男が多いことには驚きました。 
私が高専を選んだ理由は、好奇心旺盛な性格ですので、新

しいもの好きで、国の法律が改正され学校ができて 5 年であ
り新しいということと、親元を離れて新しい生活をすること
でした。中学卒業後 16 歳から親元を離れ、自律して生活す
る為、落第する比率は非常に高いです。6 年生、7 年生は私
の仲間にはたくさんいました。私と同期生は 5 年間で卒業し
たのは 50 数名ですので、3 割以上は落第、あるいは退学し
ております。 
学生時代はやんちゃしており遊び放題でしたが、毎回試験

の時には悪仲間の誘惑を蹴って、徹夜勉強をしたことを思い
出します。5 年生になった頃から詰め込みの高専教育方法が
いやになり、卒業後は何か違ったことがしたくなり、私立大
学の経済に行こうと思い、就職活動はせずに早稲田大学の政
経学部を受験しました。予備校の模擬受験では何とか合格点
が取れていたので、楽観視していたのですが、見事に落ちま
した。 
その後、受験に失敗したからと言って学校を通じて就職活

動をする気にもなれず、とりあえず、東京で１年間は生活し
て進路を決めようと考え、色々な仕事やアルバイトをしまし
た。時間の関係で割愛しますが、それからの 5 年間は家族に
頼るわけにもいかず、金には苦労しましたが、本当によく働
き、よく遊び、色々なことを経験し、楽しく充実した生活で
した。 

25 歳の 12 月に新聞の求人広告で(株)村上製作所に中途採

用で入社し、運に恵まれ 52 歳の時に取締役を拝命し、60 歳

で社長に就任しました。私は創業村上家とは何の関係もない

サラリーマン社長です。 

会社に入社してからは仕事が趣味の毎日で業務が面白く、あ

っという間に時間が過ぎた気がします。中学卒業後は親にも

誰にも相談することなく、好き勝手に生きてきて、気が付け

ばこうして 65 歳になっておりました。 

以上で、私の話を終わらせていただきます。本日は、御清

聴ありがとうございました。 

 

◎私の履歴書              飯島 勝己 

 

 

 

 

 

◎委員会報告 

高槻中学・高等学校インターアクトクラブの顧問 田
中先生、安部会長、今井次期会長が来訪。 

活動報告・計画を発表していただきました。 

 

 

◎私の履歴書            香西 徳治 
5 月 31 日に岩井様、西田様の推薦により本ロータリ

ークラブに入会しました香西です。 
私の名前は香 西

こうざい

徳

とく

治

はる

と申します。道徳の徳に政治
の治と書きます。今は亡き父が、徳をもって治める人に
なればと期待してつけた名とのことです。小学校の時に
は、何をしても良いけど、名前に恥じない人になれとよ
く言われたものです。 
治める方は、お陰様で村上製作所の社長を務めて 5 年

目となります。徳を持つ方は、何分ガサツな性分でまだ
まだと思っておりますが、伝統と格式のある当クラブで
ロータリアンの皆様方に学びながら徳に磨きをかけて
いきたいと思っておりますので、今後とも、ご助言、ご
指導の程、宜しくお願い致します。 
私の好きな言葉は武田信玄の名言で、「一生懸命だと

知恵が出る。中途半端だと愚痴が出る。いい加減だと言
い訳が出る。」です。どんないやなことでも、自分が行
動するには、まず自分自身を納得させ、やらされ感を排
除して、前向きに一生懸命、知恵をだし努力すれば、ど
んな結果になろうが何らかの成果は得られると考えて
おります。 
私は 1952 年 5 月 7 日に兄 2 人、姉１人の 4 人兄弟の

末っ子として岡山県倉敷市の玉島という港町で生まれ、
好き放題に甘やかされやんちゃして遊び、中学校まで育
ちました。誕生日は母がいつも 5 月 5 日のこどもの日に 

 

私の履歴書
「バブル世代とよばれて」

飯島 勝己
（三井住友信託銀行）



  

 

 

 

 

目次

• 埼玉に生まれて

• 高校時代までと、大学浪人時代

• 思えばバブルであった大学生時代

• 入社後のバブル崩壊～今日まで

埼玉にうまれて

• 1967年10月2日、父進、母米子の長男として、
埼玉県久喜市にて誕生

• 父兄弟姉妹9名、母同8名の当時典型的な郊
外農家一族の一人として生まれました

• 従兄弟の数は40名以上！今に至るまで一度
もあったとがない従兄弟が多数おります

• 自身の兄弟は、3歳違いの弟一名の男所帯
で、母親には苦労を掛けたとおもいます。

高校時代までと、大学浪人時代
その1

• 小中学校とも自宅近くの公立学校に通いまし
た、当時は子供の数も多く小学8クラス、中学
は13クラスのマンモス中学でした

• 高校は最近では珍しくなった県立の男子校で
ある、埼玉県立春日部高校に入学

• 主に、文化祭実行委員と生徒会活動に明け
暮れ、見事に大学浪人となりました

• 父さん母さん御免なさい、、、

高校時代までと、大学浪人時代
その2

• 河合塾の新設池袋校の一期生として入塾、
女子生徒も居る浪人生活はことのほか楽しく、
男子校出身の私が、女子と初めて喫茶店に
行ったのもこのころでした。

• 時代はバブルに突入しつつあり単発アルバイ
トでも自給800円、ちなみにタバコは国産180
円、洋モクで280円でした

  

 

 

 

思えばバブルであった大学生時代
その１

• 予備校にある池袋の立教大学に滑り込み、スキーの
クラブに所属しました

• 前年に公開された、「私をスキーに連れてって」の影
響です、純度100％ミーハー野郎であった次第です

• 時代はバブルに突入単発アルバイトでも自給800～
1000円となって、今の水準くらいであったと思います

• スキー部費用捻出の為、バイトに明け暮れる学生時
代でした。例として、2回生の夏休みのバイトとして、

• 9時～17時市営プール監視員、19時～22時塾講師、
塾が無いときは不定期でスキー用具の輸入品の夜勤
荷捌き21～翌朝5時、その後プールの監視員、、、以
上の無限ループ、、よい時代でした

思えばバブルであった大学生時代
その2

• 夏休みを過ぎると、スキー商戦が始まるので、
秋～初冬は量販店で販売員の仕事に専念。

• 土日10時～20時、平日も17時～20時でス
キー用品の販売に明け暮れました。

• 時代はバブル真っ盛りで、初心者でも20万、
30万のフルセットを購入していかれる方も多く、
土日だと日販売20件以上、２－３00万を売っ
ておりました。

思えばバブルであった大学生時代
その3

• スキーとバイトに明け暮れた学生生活も4回
生となった1990年夏、80社以上を会社訪問し

て現在も所属する旧住友信託銀行の東京採
用に滑り込み、時代が時代だけに今で破られ
ていない最大採用200人超の、自他共に認め
る「バブル世代」として、1991年入社。

• 初配属は、八重洲の法人融資部署の新規開
拓要員でした。

入社後のバブル崩壊～今日まで
はじめに

• 研修を経て、初出社の初日から10時近くまで
働き、独身寮に帰るのは日付変更線前後、7

時半出社という、今では考えられない融資担
当者生活を約7年送り、その間本格的なバブ
ル崩壊を体験しました。

• その後公的資金注入前後で法人部隊から、
学生時代を過ごした、池袋支店で個人部門に
異動となり現在にいたります。



 
・「マルチプル・ポール・ハリス・フェロー」をいただいて。 

                   入谷君 
・財団表彰を頂いて。              河合君 
・私の卓話を聞いていただきありがとうございました。 

香西君 
・祝賀会ありがとうございました。フレンドリーで久しぶり 

に楽しみました。                 倉本君 

 

        本日の合計  ￥ 28,000- 
      7/1よりの累計   ￥ 296,000- 
  

◎R 財団への寄付 

 浜田 厚男君 ￥5,000-  入谷 治夫君 ￥5,000- 

 伊藤 智秋君 ￥10,000-（倉本さん、素敵な祝賀会でした。 

改めましておめとうございます。財団表彰を頂いて） 
河合 一人君 ￥5,000- 倉本 進 君 ￥5,000 

小山 彰夫君 ￥5,000-（ロータリー財団表彰をいただいて）  

香西 徳治君 ￥5,000- 西田 直弘君 ￥10,000-  

  （第 4回目のマルチプル・ポール・ハリス・フェローを頂いて） 

 
        本日の合計  ￥ 50,000- 
      7/1よりの累計   ￥160,000- 
           一人当たり平均 ＄28.26 

◎米山奨学会への寄付 
 西田 直弘君 ￥5,000- 
 

        本日の合計  ￥   5,000- 

      7/1よりの累計   ￥152,500- 

          ｸﾗﾌﾞより ￥127,500- 

          会員より ￥ 25,000- 

           一人当たり平均 ￥2,990- 

 

 

 

 

【2016-2017 年度 決算報告】 

 

 

 

◎ニコニコ箱報告 
・第 3回マルチプル・ポール・ハリス・フェローをいた 
 だいて。インターアクト田中先生、安部、今井 両君よ
うこそお越し下さいました。            浜田君 

・つたないお話をお聴き頂き、ご清聴ありがとうござい
ました。                 飯島君 

 

入社後のバブル崩壊～今日まで
その2

• 初めての個人業務は、今で言う高額所得、高
齢者層の相談業務でした。

• 簡単申し上げると賃貸物件を取得いただき、
アパートローンや物件の取得仲介を行い、相
続税の圧縮提案を中心に活動しておりました。

• 最近の相続税改正にともなう動きとまったく同
じ時代でした。

入社後のバブル崩壊～今日まで
その3

• 池袋支店での同期との結婚後、まもなく個人富
裕層専担部署であるPB部の立ち上げ準備、東
京PBの担当者、大阪で課長を経て名古屋地区
でのPB組織立ち上げ途中に、旧住信にとって初
めての合併が決定。

• ほぼ同じタイミングで二度目の大阪勤務と成り
単身で梅田支店に戻ってきたのが、2012年でし
た。

• 約2年半の「夢の単身生活」を経て、家族の居る
浦和に戻り、さらに約二年半後の今年6月に高
槻支店の辞令を受けました。


